
 

 

 

 

 

 

 

宇部市では、令和２年度（2020 年度）から、全ての中学校区で、小中一貫教育の取組が推

進されます。 

桃山中学校区の小中３校は、小中一貫教育のモデル校（平成２９年度宇部市指定）として、共通の

学校教育目標「誇りのもてる児童生徒の育成  ～学び・心みがき・絆づくりを通して～」のもと、

児童生徒の９年間の学びと育ちを支援する小中一貫教育の取組を進めています。 

※ 小中一貫教育の取組：小学校と中学校が、家庭や地域と連携しながら義務教育９年間の全体

像を共有し、系統性・連続性に配慮して行う教育活動 

 

学校・家庭・地域で「９年間の学びと育ち」を共有 

□ 桃山中学校区小中一貫教育合同研修会 （８月１９日（月）小羽山ふれあいセンター） 

参加者：桃山中、新川小、小羽山小 全教職員 

□ 桃山中学校区３校合同学校運営協議会 （８月２２日（木）小羽山ふれあいセンター） 

   参加者：桃山中、新川小、小羽山小教職員及び学校運営協議会委員 

   

研修・協議内容（概要） 

前期（小１～４年生） 中期（小５～中１年生） 後期（中２～３年生） 

 

 

学校・家庭・地域で取組を実践 

 

     
桃山中学校区授業研究会    小中合同あいさつ運動         無言清掃 

 

      

 

 

 

 

 

 

地域行事への参加・貢献      小学生への学習支援    地域行事支援ボランティア  

桃山中学校 

新川小学校 

小羽山小学校 

2019年 12月 

◇ ９年間で育成する「めざす児童・生徒像」 

◇ ９年間の共通指導事項（学び・絆づくり・心みがき） 

◇ 各教科において、小中一貫して育成する力とその指導内容・方法 

              ～小中一貫カリキュラムをもとに～  

◇ 学校・家庭・地域  それぞれの役割 
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